源氏物語 

紅梅 



匕,！ 

紮 ーェ咅 

與謝野 晶子 訳 



うぐ ひす も 問 はば 問へ かし 紅梅の 花の 

あるじ はの どや かに 待つ (晶子) 

今 按察使 大納言と いわれて いる 人 は、 故人に なった 

な かしわぎ えもんの かみ 

太 政 大臣の 次男であった。 亡き 柏木の 衛門督 のす ぐの 

弟で ある。 子供の ころから 頭角 を 現わして いて、 朗ら 

ま で 

かで 派手な ところの ある 人だった ため、 月日と ともに 

地位が 進んで、 今では 自然に 権力 もで きて 世間の 信望 

を 負って いた。 夫人 は 二人 あつたが、 初めからの 妻 は 

亡くなって、 現在の 夫人 は 最近まで いた 太 政 大臣の 長 



そうめい 

わい がりに なった。 聡明ら しいよ い 額つ きをした 子で 

ある。 

「弟 だけ を 見て いて 満足が できない と 大納言に 言って 

くれ」 

などと お言いになる の を、 そのまま 父に 話す と、 大 

え 5> お 

納言は 笑顔 を 見せて うれしそう にした。 

「人に けおされる ような 宮仕えより は 兵 部 卿の 宮 など 

にこ そ 自信の ある 娘 は 差し上げ るの がいいと 私 は 思う。 

一 所 懸命に おかしず きすれば 命 も 延びる ような 気の す 

る 宮様 だから」 

と 言いながら も 大納言 はまず 長女 を 東宮の 後宮 へ 入 



見せない のであった。 

「お母様の 留守の 間 は 私が 代理に なって、 どんな 用の 

時に も 私 はこ ちらへ 来る つもりな の だが、 まだ 親と 認 

めない お扱い を 受ける のに 悲観され ます」 

などと、 御簾の 前にす わって 言って いる 時、 姫君 は 

ほのかに 返辞く らい はして いた。 声 やら、 気& やらの 

品の よさに 美しい 容貌 も 想像 さ れ る 可憐な 人 であった。 

大納言 は 自分の 娘た ち をす ぐれた ものと 見て 慢心して 

いるが、 この 人に は 劣って いるか もしれ ぬ、 だから 世 

界の 広い こと は 個人 を 安心 させない ことになる、 類が 

ない と 思って いても、 それ 以上な 価値の 備わった もの 



いでになる だろう から、 一枝 折らせて お持ちす るが い 

い。 『知る 人ぞ 知る』 (色 を も 香 を も)」 

こう子 供に 言いながら また、 大納言 は、 

「光源氏が いわゆる 盛りの 大将で いられた 時代に、 子 

供で ちょうど この 子の ようにして 始終お 近づきし たこ 

とが 今でも 私に は 恋しくて なりません。 この 宮 がた を 

ほ 

世間の 人 はお 褒めす るし、 実際 愛さるべく 作られて 来 

ふうさ い 

た 人の ような 風采 はお 持ちになります が、 光源氏の 片 

端の 片端に もお 当たりに ならない ように 私の 思う の は、 

すばらし いと 子供心に お見上げした ころの 深い 印象に 

よる ものな のか もしれ ません。 われわれ でさえ 院 をお 



匂宫へ でも 消息 を 奉る こと だ」 

と ^一一 一 n つ て 、 

に ほ うぐ ひす と 

心 ありて 風の 句 はす 園の 梅に まづ 鶯 の訪 はず や 

あるべ き 

この 歌 を 紅の 紙に、 青年ら しい 書きよう にした ため 

ふところがみ 

たの を、 若君の 懐紙の 中へ はさんで 行かせる の を、 

少年 は 親しみた く 思う 宮で あつたから、 喜んで 御所へ 

急いだ。 

とのい ぞうし 

兵 部 卿の 宫が 中宮のお 宿直 座敷から 御自身の 曹司の 



ほうへ 行こうと して いられる ところへ 按察使 大納言 家 

の 若君 は 来た。 殿上 役人が おおぜい あとから お供して 

来た 中へ 混じって 来た 子供 を、 宫は お見つけ になって、 

きの 1 つ きょう 

「昨日 は なぜ 早く 退出した の、 今日は いつごろから 来 

ていた」 

などと お尋ねに なった。 

「昨日 は あまり 早く 退り ましたの が 残念だった もので 

すから、 まだ 宮様が 御所に いら つ しゃる と 人が 言う も 

のです から、 急いで」 

子供ら しく は あるが、 若君 は 親しい 調子で 申し上げ 



「御所で なくても 時々 はも つ と 気楽な 家の ほう へ も 遊 

びに 来る が いいよ。 若い 人が ど ， J から ともなく たくさ 

ん 集まって 来る 所 だよ」 

と宫 はお 言いになる。 この 子 一人 を 相手に お 話 を あ 

そばされ るので、 他の 人た ち は 遠慮 をして やや 遠くへ 

のいて いたり、 ほかへ 行って しまった りして、 静かに 

なった 時に、 宫が、 

「東宮 様から 少し 暇が いただけ たの だね、 君 をお かわ 

いがりに なって お放しに ならない ようだった のに、 私 

ちょうあい 

の 所へ 来て いる 間に 御 寵愛 を 人に 奪われて は 恥 だろ 

う」 



とおから かいに なると、 

「あま リ おまつわりになる ので 苦しくて なりませんで 

した。 あなた 様 は」 

と 子供 は 言い さして 黙 つてし まつ たの を また 宫は 

じょうだん 

冗談に して、 

さら 

「私 を 貧弱な 無勢 力な もの だと 思って、 嫌いに なつ 

たって、 そうな の。 もっとも だけれ ど 少し くちおしい 

ね。 昔の 宮様のお 嬢 様で、 東の 姫君と いう 方に ね 私 を 

愛して くださらな いかって、 そっとお 話しして くれな 

ヽ > I 

レカ」 

こんな こと をお 言いだ しにな つたの をき つ かけに し 



などと 陰口 をしながら、 今日 も 御所へ 出す 若君に ま 

た、 

もと に ほ そで 

本つ 香の 匂へ る 君が 袖 なれば 花 もえなら ぬ 名 を や 

散らさん 

風流 狂 のよう で ご ざ い ま すが お許しく ださい。 

こんな ふうな 消息 を あかずに 書いて 持たせて あげた _ 

遊びの 気分で なく まじめに 娘の 所へ 自分 を 誘おうと す 

るので あろうかと、 さすがに 宫は 興奮 をお 感じに なつ 

た。 



花 の 香 を 匂 はす 宿に 尋め 行かば 色に 愛づ とや 人の 

とが 

咎めん 

と、 まだ 受け入れ がたい 気持ち を 書いて お返しに 

なった の を、 大納言 は 飽き 足らず 思 つ た。 

まきばしら 

真 木 柱 夫人が 帰って来て、 御所であった 話 をした 時 

- J 、 

「若君が いっかお 上のお 宿直 をいた しまして、 翌朝 東 

宮様へ まいりました 時に、 よい 香が ついて おりました 

の を、 だれも そんな こと を 気づかず におり ましたのに 
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